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■ 以下の論文について簡単に紹介する

　　arXiv : 1107.2948 (hierarchical method)

　　http://arxiv.org/abs/1107.2948

　　arXiv : 1403.1431 (bilinear coupling veto)

　　http://arxiv.org/abs/1403.1431
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ノイズイベント特定の必要性
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h(t)に重力波候補イベントがたくさん現れる
補助チャンネルを用いて、ノイズイベントを同定していく(veto)
ノイズイベントが混入した時間は重力波探索には用いない
wind, microphone以外にもチャンネルはある (>100channels)



Hierarchical vetoにおける統計量の定義
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重力波チャンネルh(t)と補助チャンネルのtrigger同士のcoincidenceの数を
用いてsignificanceを定義する。triggerはKleineWelleにより生成される

n : 時間Tの間にh(t)と補助チャンネルの間にあるcoincidenceの数
P(μ, k) : poisson分布のpdf

μはランダムに偶然起こるcoincidenceの期待値
階乗の計算があるため、実際の計算には次の式を用いる



Hierarchical veto アルゴリズム(1)
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・Trigger Filesは事前にKleineWelleを用いて生成しておく
・safe channelは、hard injectionを行ったときに影響しないchannnel
のことを指す



Hierarchical veto アルゴリズム(2)
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解析結果の一例
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補助チャンネルのTrigger 重力波チャンネルのTrigger



Hierarchical vetoの性能評価
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・検出効率が高く、deadtimeが少ないことが望ましい
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noise couplingの発生
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・ミラーの揺れが最終的にbeamの光軸のずれなどを起こし、最適な状
態ではなくなる
・混入したがほかのchannelにも現れる (noise coupling)



primary, secondary channelを用いた統計量の定義
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primary, secondary channel
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・LIGOのケース
・これらのchannelはどうやって見つけたのか？



解析結果一例
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bilinear veto アルゴリズム
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・trigger生成はKleineWelleによる

・時刻をずらすことで、データ同
士の相関をなくしbackgroundを
評価する
・significanceのしきい値を決定
する



1 weekのデータ解析結果
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(左) 9712個のtriggerの中, 2446個をノイズとveto
(右) trigger rateとveto efficiency
　　赤 : LIGO Hanford　青 : LIGO Livingston


